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お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

市ホームページに掲載
するバナー広告を
募集します。
1枠縦60ピクセル、
横183ピクセル
詳しくは
お問い合わせください。

〈問い合わせ〉
　秘書広報課
　　　　電話（42）4205

バナー広告
募集

株式会社エスワイプロモーション

S.Y.Promotion
～お客様の「こころ」を運びます～

リフト作業員
募集中

綾部市味方町光谷30-7

TEL.0773-40-2550

●冷凍輸送
●タンクローリー輸送
●倉庫内作業

糖尿病教室
■日 10月1日（月）＝試食会
■時 12：30～14：30
■日 10月15日（月）
■時 13：00～14：30
■場 市立病院（青野町）
※試食会は申し込み、実費必要
■問 市立病院
　☎（43）0123　n（42）7870

里山そば打ち教室「すみか」
■日 10月10日（水）■時 9：30～、13：30～
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※参加費2,700円（試食代込）
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

ぷくぷくひろば
■日 10月16日（火）
■時 9：30～9：45受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※妊婦、産後6か月までの産婦と
その家族対象。持ち物は母子健
康手帳
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

元気はつらつ教室（栄養教室）
■日 10月23日（火）■時 9：30～13：00
■場 保健福祉センター（青野町）
※65歳以上対象。定員30人。材料
費300円。持ち物はエプロン、
三角巾。内容は「おいしく食べ
て骨を丈夫に」

　本宮（14日）8：00～12：00
■場 諏訪神社（物部町）
■問 観光協会
　☎（42）9550　n（42）8514

於与岐八幡宮秋季大祭
■日 10月14日（日）
■時 9：30～祭礼
■場 於与岐八幡宮（於与岐町）
■問 観光協会
　☎（42）9550　n（42）8514

綾部旧町区八社合同秋季大祭
■日 10月14日（日）
■時 各神社により異なる
■場 各神社※みこしは11：30市役所
　前集合。お旅所神事は12：00～
■問 観光協会
　☎（42）9550　n（42）8514

秋のバラ展
■日 10月20日（土）～
■時 9：00～17：00
■場 綾部バラ園（青野町）
■問 あやべ特産館
　☎（43）0811　n（43）0833

コスモスまつり
■日 10月21日（日）  ■時 9：30～15：00
■場 由良川花庭園（青野町）
■問 シルバー人材センター
　☎（42）9030　n（42）9029

里山フォークライブ
■日 10月25日（木）■時 13：30～15：30
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

綾部市菊花展
■日 10月27日（土）～31日（水）
■時 9：00～17：00
■場 あやべグンゼスクエア（青野町）
　※最終日は16：00まで
■問 シルバー人材センター
　☎（42）9030　n（42）9029

■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

がんサロン
■日 10月31日（水）■時 14：00～15：00
■場 市立病院（青野町）
※内容は「痛み止めのお薬につい
て」

■申 ■問 市立病院
　☎（43）0123　n（43）0246

高倉神社秋季例大祭（ひやそ踊り奉納）
■日 10月7日（日）　■時 8：00～
■場 高倉神社（高倉町）～里宮高倉
　神社（里町）
■問 観光協会
　☎（42）9550　n（42）8514

島萬神社例大祭（太刀振・太鼓踊奉納）
■日 10月7日（日）　■時 9：00～
■場 島萬神社（中筋町）
■問 島萬神社☎（44）0155

喫茶シボラ
■日 10月10日（水）■時 13：00～15：30
■場 サクラティエ（青野町）
※参加費100円。あやべ作業所な
どの製品販売あり

■問 あやべボランティア総合センター
　☎（40）1388　n（40）1389

諏訪神社例大祭
■日 10月13日（土）、14日（日）
■時 宵宮（13日）19：00～21：00

育児相談
■日 10月2日（火）■時 10：00～11：00受付
■場 保健福祉センター（青野町）
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

女性相談
■日 10月3日（水）■時 13：20～16：10
■場 あいセンター（西町一丁目）
■申 ■問 あいセンター☎n（42）1801

耳のこと相談
■日 10月9日（火）■時 13：00～15：00
■場 保健福祉センター（青野町）
■申 ■問 綾部市聴覚言語障害者支援
　センター☎（40）1260 n（40）1261

交通事故相談
■日 10月10日、24日（水）
■時 9：00～11：30、13：00～16：00
■場 府福知山総合庁舎（福知山市）
■問 市民協働課☎（42）4248

法の日週間特設人権相談
■日 10月10日（水）■時 10：00～15：00
■場 市役所まちづくりセンター、物
　部会館（物部町）、上林いきい
　きセンター（八津合町）
※物部、上林会場は申し込み必要
■申 ■問 人権推進課☎（42）4249

健康相談・栄養相談
■日 10月15日（月）■時 9：30～11：30
■場 保健福祉センター（青野町）
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

調停相談
■日 10月17日（水）■時 9：30～12：00
■場 市民ホール（宮代町）
■問 市民協働課☎（42）4248

法律相談
■日 10月18日（木）■時 13：00～17：00

あいセンター
■日 10月7日（日）■時 9：00～18：00
■場 西町一丁目☎n（42）1801

市民センター競技場
■日 10月14日（日）■時 8：30～17：00
■場 並松町☎（42）1320 n（43）2964

本庁舎
■日 10月4、11、18、25日（木）
■時 19：00まで
※戸籍・国保関係の届出、各種証
明書の発行

■問 市民・国保課
　☎（42）4245、（42）4246
※税・料金の納入（納付書必要）
■問 会計課☎（42）4288

保健福祉センター
■日 10月11、25日（木）
■時 19：00まで
※妊娠届、予防接種予診票発行、
健康診断申し込みなど

■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

《社会福祉事業基金に》
　牟田八重子（幸通り）　１万円
　前田道子（寺町）　　　３千円
　竹内早智子（栗町）　　３千円
《水源の里振興基金に》
　口上林小35年度卒業生

３万５千円
《コミュニティナースに》
　綾部ライオンズクラブ

軽自動車１台
《災害支援に》
　寄付金等 139件 428万1,176円
　支援物資（発電機等）　　１件
《ふるさと納税》

57件 205万7,500円

■場 市民ホール（宮代町）
※申し込みは10月11日（木）8：30
～。先着10人。1人20分
■申 ■問 市民協働課☎（42）4248

法律・登記相談
■日 10月19日（金）■時 13：00～16：30
■場 市民ホール（宮代町）
■申 ■問 市民協働課☎（42）4248

行政相談
■日 10月22日（月）■時 13：00～15：00
■場 市役所まちづくりセンター
■問 市民協働課☎（42）4248

就職相談
■日 10月23日（火）■時 10：00～16：00
■場 市役所1階会議室
※定員5人
■申 ■問 商工労政課☎（42）4264

成年後見相談
■日 10月24日（水）■時 13：00～15：00
■場 福祉ホール（川糸町）
■申 ■問 社会福祉協議会
　☎（43）2881　n（43）2882

税務相談（税理士会）
■日 10月24日（水）■時 13：00～16：00
■場 市役所1階会議室
※2日前までに予約必要
■申 ■問 近畿税理士会福知山支部（中
　井税理士事務所内）
　☎（22）4114　n（22）8070

多重債務相談（司法書士会）
■日 11月6日（火）■時 13：00～16：00
■場 市役所
※申し込みは10月30日（火）～11月
2日（金）

■申 ■問 商工労政課☎（42）4263

総合運動公園第２体育館
■日 10月7日（日）■時 9：00～17：00
■場 上杉町☎（44）0990 n（44）0991

くらしのメモ
■日 日程 ■時 時間 ■場 場所
■申 申し込み必要 ■問 問い合わせ先
☎電話 nファクス

10～11月上旬

講座・教室

相　　談

窓口延長

無料開放

催しなど

ご寄付ありがとうございました
８月受付分（敬称略）

2広報あやべ　　　　　　 第755号3 広報あやべ　　　　　　 第755号

自
動
車
の
修
理
で
生
計
を
た
て

て
い
た
叔
父
の
カ
ミ
ル
。あ
る
日
、

イ
ス
ラ
エ
ル
兵
に
呼
び
止
め
ら
れ

ま
し
た
。
手
の
汚
れ
か
ら
爆
弾
の

製
造
を
疑
わ
れ
た
の
で
す
。
銃
座

で
殴
ら
れ
、
ひ
ど
い
ケ
ガ
を
負
い

ま
し
た
。
叔
父
は
兵
士
に
復
讐
し

よ
う
と
銃
を
持
ち
歩
く
よ
う
に
な

り
、
や
が
て
殺
さ
れ
ま
し
た
。
20

歳
で
し
た
。
も
う
一
人
の
叔
父
が

カ
ミ
ル
の
銃
を
引
き
継
ぎ
、
19
歳

で
同
じ
よ
う
に
殺
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
父
が

遺
族
会
の
活
動
に
参
加
。
イ
ス
ラ

エ
ル
側
の
悲
劇
な
ど
を
家
で
話
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。私
は
最
初
、

と
て
も
聞
く
耳
を
も
て
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
で
も
平
和
的
に
解
決

す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
粘
り
強
く
話
し
続

け
て
く
れ
た
父
の
お
か
げ
。
そ
し

て
、
２
０
１
３
年
の
日
本
で
の
経

験
が
、
遺
族
会
の
活
動
を
熱
心
に

続
け
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

兵
役
に
就
い
て
い
た
兄
は
私
が

６
歳
の
時
、
北
部
の
国
境
地
帯
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
１
週
間
前
に

プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
し
た
ば
か
り
で
、

除
隊
後
は
大
学
に
通
う
夢
も
あ
り

ま
し
た
。
兄
の
部
隊
で
と
も
に
亡

く
な
っ
た
８
人
の
若
者
そ
れ
ぞ
れ

に
夢
と
希
望
が
あ
っ
た
は
ず―

。

時
が
経
ち
、
私
の
息
子
が
兵
役
に

就
く
年
齢
を
迎
え
た
と
き
、
母
と

し
て
暴
力
の
悪
循
環
を
傍
観
し
て

は
い
け
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

世界連邦日本大会で「一滴の水を大河に。私たちは微力でも
無力ではない」と和平実現を訴えた山崎市長＝８月18日

はしご車で倒壊ビルから救出訓練 ◀市民平和祈願の集いで平和の鐘を鳴らすアマ
　ルとヤイファット。市内では盆踊り大会などにも
　参加した＝８月15日

▼外務省では河野太郎外務大臣と面会＝８月20日

遺
族
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
は「
和
解
」。

私
は
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
と
も
に
、

兵
役
に
就
く
前
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の

若
者
に
体
験
を
伝
え
て
い
ま
す
。

約
９
割
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
、
パ

レ
ス
チ
ナ
人
と
話
し
た
経
験
が
な

く
、
互
い
へ
の
恐
怖
を
募
ら
せ
る

要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
レ
ス

チ
ナ
側
か
ら
見
た
紛
争
を
知
っ
た

若
者
は
、初
め
は
戸
惑
う
も
の
の
、

最
後
に
は
「
感
情
に
変
化
が
あ
っ

た
」
と
感
謝
し
て
く
れ
ま
す
。

日
本
で
の
経
験
が
原
動
力

日
本
で
の
経
験
が
原
動
力暴

力
の
悪
循
環
を
傍
観
し
な
い

暴
力
の
悪
循
環
を
傍
観
し
な
い

パレスチナ
アマル・アブ・アヤシュさん

イスラエル
ヤイファット・モハルさん

交流と対話が和解の礎に交流と対話が和解の礎に
中東和平プロジェクト２０１８

アマルは２０１３年の同プロジェクトの際にホームステイした、
京丹後市の麻田さん親子と再会＝８月17日

　イスラエルとパレスチナの
紛争で肉親を亡くした青少年
を日本に招き、相互理解を深
めて和平を目指す取り組み。
2003年に本市で初開催し、一
昨年の和歌山県高野町まで日
本各地で10回開催。遺族会が
青少年の派遣を担っている。

中東和平プロジェクト

　イスラエル・パレスチナ紛争遺族会（以下、遺族会）の関係者２人を招いた中東和平プロジェクト２０
１８が８月14～21日に行われました。「パレスチナからは許可なくイスラエル側へ行けず、イスラエル
からも安全面への不安からパレスチナ側へ足を運ぶ人は少ない」などと現地での交流と対話の難しさを話
していた２人。８月18日に亀岡市で開かれた、世界連邦日本大会では、親族を亡くした経験と憎しみを
断ち切った経緯などを話しました。

 1994年、ベツレヘム生
まれ。大学卒業後、コ
ピーライターとして働く
傍ら、遺族会のサマー
キャンプ（青少年の交流
事業）のコーディネー
ターとして活躍。1982年
に祖父、2002年と2003
年に叔父を亡くす。2013
年の同プロジェクト（京
丹後市）で青少年の参加
者として来日した。

　1969年、エルサレム
生まれ。文学の教師、読
書療法士で、３人の息子
を持つ。遺族会ではパレ
スチナ人とともにイスラ
エルの高校などで体験を
話している。1948年に
叔父、1975年に兄を亡
くす。

訓
練
は
午
前
10
時
に
開
始
し
、

情
報
伝
達
や
避
難
所
運
営
、救
出
・

救
助
、
原
子
力
災
害
対
応
訓
練
な

ど
を
実
施
。
市
主
催
の
訓
練
で
は

初
め
て
、
ペ
ッ
ト
同
行
者
・
車
中

泊
避
難
対
応
訓
練
、
外
国
人
の
た

め
の
防
災
訓
練
や
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
外
国
人
の
た

め
の
防
災
訓
練
で
は
、
市
内
在
住

の
約
50
人
の
外
国
人
が
参
加
。
災

害
時
の
対
応
や
日
ご
ろ
の
備
え
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
福

知
山
市
・
舞
鶴
市
な
ど
か
ら
救
援

物
資
の
輸
送
訓
練
、
市
消
防
団
11

分
団
１
２
１
人
に
よ
る
一
斉
放
水

訓
練
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
は
今
回
の
訓
練
を
踏
ま
え
、

今
後
も
市
民
や
関
係
機
関
と
連
携

し
て
防
災
対
策
を
進
め
ま
す
。

同
日
午
後
１
時
か
ら
、
市
研
修

セ
ン
タ
ー
で
西
脇
隆
俊
京
都
府
知

事
が
府
民
と
直
接
意
見
交
換
し
、

府
政
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
西
脇
知
事
と
行
き
活
き

ト
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

知
事
と
対
談
し
た
の
は
女
性
消

防
団
員
を
含
む
団
員
計
５
人
。
消

防
団
の
活
動
内
容
や
魅
力
・
苦
労

な
ど
を
語
り
ま
し
た
。
西
脇
知
事

は
「
消
防
団
は
地
域
に
必
要
不
可

欠
な
も
の
。
有
意
義
な
意
見
交
換

が
で
き
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　市と府は９月２日、上杉町の総合運動公園で「京都府総合防災訓練」を行いました。本市で府と合同の訓
練を行うのは、平成７年以来23年ぶりです。訓練は、局地的豪雨と直下型大地震を想定して実施。国土交通
省や気象庁、陸海空自衛隊、市消防本部など計80機関、約1,000人が参加する大規模訓練となりました。

京都府総合防災訓練
80機関約1,000人参加し

大規模に開催
80機関約1,000人参加し

大規模に開催

避
難
所
訓
練
に
は
住
民
も
参
加

府
知
事
と
消
防
団
が
意
見
交
換

▼原子力災害を想定し避難バスの除染
　や避難者の検査・除染を実施

▲陸上自衛隊や府警察機動隊、消防救助隊
　による倒壊ビルからの合同救出訓練

災害派遣医療チームや日本赤十字社などによる合同救護訓練
山家地区自治会連合会や東綾小・中学校などが
避難者として訓練に参加

市消防団の部長や団員などが参加
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お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

市ホームページに掲載
するバナー広告を
募集します。
1枠縦60ピクセル、
横183ピクセル
詳しくは
お問い合わせください。

〈問い合わせ〉
　秘書広報課
　　　　電話（42）4205

バナー広告
募集

株式会社エスワイプロモーション

S.Y.Promotion
～お客様の「こころ」を運びます～

リフト作業員
募集中

綾部市味方町光谷30-7

TEL.0773-40-2550

●冷凍輸送
●タンクローリー輸送
●倉庫内作業

糖尿病教室
■日 10月1日（月）＝試食会
■時 12：30～14：30
■日 10月15日（月）
■時 13：00～14：30
■場 市立病院（青野町）
※試食会は申し込み、実費必要
■問 市立病院
　☎（43）0123　n（42）7870

里山そば打ち教室「すみか」
■日 10月10日（水）■時 9：30～、13：30～
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
※参加費2,700円（試食代込）
■申 ■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

ぷくぷくひろば
■日 10月16日（火）
■時 9：30～9：45受付
■場 保健福祉センター（青野町）
※妊婦、産後6か月までの産婦と
その家族対象。持ち物は母子健
康手帳
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

元気はつらつ教室（栄養教室）
■日 10月23日（火）■時 9：30～13：00
■場 保健福祉センター（青野町）
※65歳以上対象。定員30人。材料
費300円。持ち物はエプロン、
三角巾。内容は「おいしく食べ
て骨を丈夫に」

　本宮（14日）8：00～12：00
■場 諏訪神社（物部町）
■問 観光協会
　☎（42）9550　n（42）8514

於与岐八幡宮秋季大祭
■日 10月14日（日）
■時 9：30～祭礼
■場 於与岐八幡宮（於与岐町）
■問 観光協会
　☎（42）9550　n（42）8514

綾部旧町区八社合同秋季大祭
■日 10月14日（日）
■時 各神社により異なる
■場 各神社※みこしは11：30市役所
　前集合。お旅所神事は12：00～
■問 観光協会
　☎（42）9550　n（42）8514

秋のバラ展
■日 10月20日（土）～
■時 9：00～17：00
■場 綾部バラ園（青野町）
■問 あやべ特産館
　☎（43）0811　n（43）0833

コスモスまつり
■日 10月21日（日）  ■時 9：30～15：00
■場 由良川花庭園（青野町）
■問 シルバー人材センター
　☎（42）9030　n（42）9029

里山フォークライブ
■日 10月25日（木）■時 13：30～15：30
■場 里山交流研修センター（鍛治屋町）
■問 里山ねっと・あやべ
　☎（47）0040　n（47）0084

綾部市菊花展
■日 10月27日（土）～31日（水）
■時 9：00～17：00
■場 あやべグンゼスクエア（青野町）
　※最終日は16：00まで
■問 シルバー人材センター
　☎（42）9030　n（42）9029

■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

がんサロン
■日 10月31日（水）■時 14：00～15：00
■場 市立病院（青野町）
※内容は「痛み止めのお薬につい
て」
■申 ■問 市立病院
　☎（43）0123　n（43）0246

高倉神社秋季例大祭（ひやそ踊り奉納）
■日 10月7日（日）　■時 8：00～
■場 高倉神社（高倉町）～里宮高倉
　神社（里町）
■問 観光協会
　☎（42）9550　n（42）8514

島萬神社例大祭（太刀振・太鼓踊奉納）
■日 10月7日（日）　■時 9：00～
■場 島萬神社（中筋町）
■問 島萬神社☎（44）0155

喫茶シボラ
■日 10月10日（水）■時 13：00～15：30
■場 サクラティエ（青野町）
※参加費100円。あやべ作業所な
どの製品販売あり
■問 あやべボランティア総合センター
　☎（40）1388　n（40）1389

諏訪神社例大祭
■日 10月13日（土）、14日（日）
■時 宵宮（13日）19：00～21：00

育児相談
■日 10月2日（火）■時 10：00～11：00受付
■場 保健福祉センター（青野町）
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

女性相談
■日 10月3日（水）■時 13：20～16：10
■場 あいセンター（西町一丁目）
■申 ■問 あいセンター☎n（42）1801

耳のこと相談
■日 10月9日（火）■時 13：00～15：00
■場 保健福祉センター（青野町）
■申 ■問 綾部市聴覚言語障害者支援
　センター☎（40）1260 n（40）1261

交通事故相談
■日 10月10日、24日（水）
■時 9：00～11：30、13：00～16：00
■場 府福知山総合庁舎（福知山市）
■問 市民協働課☎（42）4248

法の日週間特設人権相談
■日 10月10日（水）■時 10：00～15：00
■場 市役所まちづくりセンター、物
　部会館（物部町）、上林いきい
　きセンター（八津合町）
※物部、上林会場は申し込み必要
■申 ■問 人権推進課☎（42）4249

健康相談・栄養相談
■日 10月15日（月）■時 9：30～11：30
■場 保健福祉センター（青野町）
■申 ■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

調停相談
■日 10月17日（水）■時 9：30～12：00
■場 市民ホール（宮代町）
■問 市民協働課☎（42）4248

法律相談
■日 10月18日（木）■時 13：00～17：00

あいセンター
■日 10月7日（日）■時 9：00～18：00
■場 西町一丁目☎n（42）1801

市民センター競技場
■日 10月14日（日）■時 8：30～17：00
■場 並松町☎（42）1320 n（43）2964

本庁舎
■日 10月4、11、18、25日（木）
■時 19：00まで
※戸籍・国保関係の届出、各種証
明書の発行
■問 市民・国保課
　☎（42）4245、（42）4246
※税・料金の納入（納付書必要）
■問 会計課☎（42）4288

保健福祉センター
■日 10月11、25日（木）
■時 19：00まで
※妊娠届、予防接種予診票発行、
健康診断申し込みなど
■問 保健推進課
　☎（42）0111　n（42）5488

《社会福祉事業基金に》
　牟田八重子（幸通り）　１万円
　前田道子（寺町）　　　３千円
　竹内早智子（栗町）　　３千円
《水源の里振興基金に》
　口上林小35年度卒業生

３万５千円
《コミュニティナースに》
　綾部ライオンズクラブ

軽自動車１台
《災害支援に》
　寄付金等 139件 428万1,176円
　支援物資（発電機等）　　１件
《ふるさと納税》

57件 205万7,500円

■場 市民ホール（宮代町）
※申し込みは10月11日（木）8：30
～。先着10人。1人20分
■申 ■問 市民協働課☎（42）4248

法律・登記相談
■日 10月19日（金）■時 13：00～16：30
■場 市民ホール（宮代町）
■申 ■問 市民協働課☎（42）4248

行政相談
■日 10月22日（月）■時 13：00～15：00
■場 市役所まちづくりセンター
■問 市民協働課☎（42）4248

就職相談
■日 10月23日（火）■時 10：00～16：00
■場 市役所1階会議室
※定員5人
■申 ■問 商工労政課☎（42）4264

成年後見相談
■日 10月24日（水）■時 13：00～15：00
■場 福祉ホール（川糸町）
■申 ■問 社会福祉協議会
　☎（43）2881　n（43）2882

税務相談（税理士会）
■日 10月24日（水）■時 13：00～16：00
■場 市役所1階会議室
※2日前までに予約必要
■申 ■問 近畿税理士会福知山支部（中
　井税理士事務所内）
　☎（22）4114　n（22）8070

多重債務相談（司法書士会）
■日 11月6日（火）■時 13：00～16：00
■場 市役所
※申し込みは10月30日（火）～11月
2日（金）

■申 ■問 商工労政課☎（42）4263

総合運動公園第２体育館
■日 10月7日（日）■時 9：00～17：00
■場 上杉町☎（44）0990 n（44）0991

くらしのメモ
■日 日程 ■時 時間 ■場 場所
■申 申し込み必要 ■問 問い合わせ先
☎電話 nファクス

10～11月上旬

講座・教室

相　　談

窓口延長

無料開放

催しなど

ご寄付ありがとうございました
８月受付分（敬称略）
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自
動
車
の
修
理
で
生
計
を
た
て

て
い
た
叔
父
の
カ
ミ
ル
。あ
る
日
、

イ
ス
ラ
エ
ル
兵
に
呼
び
止
め
ら
れ

ま
し
た
。
手
の
汚
れ
か
ら
爆
弾
の

製
造
を
疑
わ
れ
た
の
で
す
。
銃
座

で
殴
ら
れ
、
ひ
ど
い
ケ
ガ
を
負
い

ま
し
た
。
叔
父
は
兵
士
に
復
讐
し

よ
う
と
銃
を
持
ち
歩
く
よ
う
に
な

り
、
や
が
て
殺
さ
れ
ま
し
た
。
20

歳
で
し
た
。
も
う
一
人
の
叔
父
が

カ
ミ
ル
の
銃
を
引
き
継
ぎ
、
19
歳

で
同
じ
よ
う
に
殺
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
父
が

遺
族
会
の
活
動
に
参
加
。
イ
ス
ラ

エ
ル
側
の
悲
劇
な
ど
を
家
で
話
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。私
は
最
初
、

と
て
も
聞
く
耳
を
も
て
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
で
も
平
和
的
に
解
決

す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
粘
り
強
く
話
し
続

け
て
く
れ
た
父
の
お
か
げ
。
そ
し

て
、
２
０
１
３
年
の
日
本
で
の
経

験
が
、
遺
族
会
の
活
動
を
熱
心
に

続
け
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

兵
役
に
就
い
て
い
た
兄
は
私
が

６
歳
の
時
、
北
部
の
国
境
地
帯
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
１
週
間
前
に

プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
し
た
ば
か
り
で
、

除
隊
後
は
大
学
に
通
う
夢
も
あ
り

ま
し
た
。
兄
の
部
隊
で
と
も
に
亡

く
な
っ
た
８
人
の
若
者
そ
れ
ぞ
れ

に
夢
と
希
望
が
あ
っ
た
は
ず―

。

時
が
経
ち
、
私
の
息
子
が
兵
役
に

就
く
年
齢
を
迎
え
た
と
き
、
母
と

し
て
暴
力
の
悪
循
環
を
傍
観
し
て

は
い
け
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

世界連邦日本大会で「一滴の水を大河に。私たちは微力でも
無力ではない」と和平実現を訴えた山崎市長＝８月18日

はしご車で倒壊ビルから救出訓練 ◀市民平和祈願の集いで平和の鐘を鳴らすアマ
　ルとヤイファット。市内では盆踊り大会などにも
　参加した＝８月15日

▼外務省では河野太郎外務大臣と面会＝８月20日

遺
族
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
は「
和
解
」。

私
は
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
と
も
に
、

兵
役
に
就
く
前
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の

若
者
に
体
験
を
伝
え
て
い
ま
す
。

約
９
割
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
、
パ

レ
ス
チ
ナ
人
と
話
し
た
経
験
が
な

く
、
互
い
へ
の
恐
怖
を
募
ら
せ
る

要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
レ
ス

チ
ナ
側
か
ら
見
た
紛
争
を
知
っ
た

若
者
は
、初
め
は
戸
惑
う
も
の
の
、

最
後
に
は
「
感
情
に
変
化
が
あ
っ

た
」
と
感
謝
し
て
く
れ
ま
す
。

日
本
で
の
経
験
が
原
動
力

日
本
で
の
経
験
が
原
動
力暴

力
の
悪
循
環
を
傍
観
し
な
い

暴
力
の
悪
循
環
を
傍
観
し
な
い

パレスチナ
アマル・アブ・アヤシュさん

イスラエル
ヤイファット・モハルさん

交流と対話が和解の礎に交流と対話が和解の礎に
中東和平プロジェクト２０１８

アマルは２０１３年の同プロジェクトの際にホームステイした、
京丹後市の麻田さん親子と再会＝８月17日

　イスラエルとパレスチナの
紛争で肉親を亡くした青少年
を日本に招き、相互理解を深
めて和平を目指す取り組み。
2003年に本市で初開催し、一
昨年の和歌山県高野町まで日
本各地で10回開催。遺族会が
青少年の派遣を担っている。

中東和平プロジェクト

　イスラエル・パレスチナ紛争遺族会（以下、遺族会）の関係者２人を招いた中東和平プロジェクト２０
１８が８月14～21日に行われました。「パレスチナからは許可なくイスラエル側へ行けず、イスラエル
からも安全面への不安からパレスチナ側へ足を運ぶ人は少ない」などと現地での交流と対話の難しさを話
していた２人。８月18日に亀岡市で開かれた、世界連邦日本大会では、親族を亡くした経験と憎しみを
断ち切った経緯などを話しました。

 1994年、ベツレヘム生
まれ。大学卒業後、コ
ピーライターとして働く
傍ら、遺族会のサマー
キャンプ（青少年の交流
事業）のコーディネー
ターとして活躍。1982年
に祖父、2002年と2003
年に叔父を亡くす。2013
年の同プロジェクト（京
丹後市）で青少年の参加
者として来日した。

　1969年、エルサレム
生まれ。文学の教師、読
書療法士で、３人の息子
を持つ。遺族会ではパレ
スチナ人とともにイスラ
エルの高校などで体験を
話している。1948年に
叔父、1975年に兄を亡
くす。

訓
練
は
午
前
10
時
に
開
始
し
、

情
報
伝
達
や
避
難
所
運
営
、救
出
・

救
助
、
原
子
力
災
害
対
応
訓
練
な

ど
を
実
施
。
市
主
催
の
訓
練
で
は

初
め
て
、
ペ
ッ
ト
同
行
者
・
車
中

泊
避
難
対
応
訓
練
、
外
国
人
の
た

め
の
防
災
訓
練
や
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
外
国
人
の
た

め
の
防
災
訓
練
で
は
、
市
内
在
住

の
約
50
人
の
外
国
人
が
参
加
。
災

害
時
の
対
応
や
日
ご
ろ
の
備
え
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
福

知
山
市
・
舞
鶴
市
な
ど
か
ら
救
援

物
資
の
輸
送
訓
練
、
市
消
防
団
11

分
団
１
２
１
人
に
よ
る
一
斉
放
水

訓
練
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
は
今
回
の
訓
練
を
踏
ま
え
、

今
後
も
市
民
や
関
係
機
関
と
連
携

し
て
防
災
対
策
を
進
め
ま
す
。

同
日
午
後
１
時
か
ら
、
市
研
修

セ
ン
タ
ー
で
西
脇
隆
俊
京
都
府
知

事
が
府
民
と
直
接
意
見
交
換
し
、

府
政
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
西
脇
知
事
と
行
き
活
き

ト
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

知
事
と
対
談
し
た
の
は
女
性
消

防
団
員
を
含
む
団
員
計
５
人
。
消

防
団
の
活
動
内
容
や
魅
力
・
苦
労

な
ど
を
語
り
ま
し
た
。
西
脇
知
事

は
「
消
防
団
は
地
域
に
必
要
不
可

欠
な
も
の
。
有
意
義
な
意
見
交
換

が
で
き
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　市と府は９月２日、上杉町の総合運動公園で「京都府総合防災訓練」を行いました。本市で府と合同の訓
練を行うのは、平成７年以来23年ぶりです。訓練は、局地的豪雨と直下型大地震を想定して実施。国土交通
省や気象庁、陸海空自衛隊、市消防本部など計80機関、約1,000人が参加する大規模訓練となりました。

京都府総合防災訓練
80機関約1,000人参加し

大規模に開催
80機関約1,000人参加し

大規模に開催

避
難
所
訓
練
に
は
住
民
も
参
加

府
知
事
と
消
防
団
が
意
見
交
換

▼原子力災害を想定し避難バスの除染
　や避難者の検査・除染を実施

▲陸上自衛隊や府警察機動隊、消防救助隊
　による倒壊ビルからの合同救出訓練

災害派遣医療チームや日本赤十字社などによる合同救護訓練
山家地区自治会連合会や東綾小・中学校などが
避難者として訓練に参加

市消防団の部長や団員などが参加


